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財団の人件費率については、事業量の増加により人員の増員を図っ
てきていることから、増加する傾向にあると考えているところである。な
お、財団の規模が小さく、毎年、給料・諸手当等の給与水準を独自に設
定することは困難であることから、これらについては、県に準拠してい
る。
また、経費節減については、これまでも様々な取組を着実に実施して

きており、一定の評価はできるものと考える。

【目的適合性】

【計画性】

【組織運営の健全性】

県としても学生寮の入寮者数の減少と奨学金事業の未収債権の増加
は、財団の大きな課題であると考えているところである。現在のところ、
財務状況において特に大きな問題とはなっていないところであるが、財
団では、入寮生の確保や未収債権の早期回収及び長期滞納の未然防
止に向けた取組を鋭意実施しており、これらの問題に対し、引き続き財
団と連携を図り対応したいと考える。

【経営の効率性】

【財務状況の健全性】

＜財務状況＞
財務の状況については、平成25年度決算において一般正味財

産増減額が約4,600千円の赤字となった。
特に、当法人が管理運営している青森県学生寮（東京都小平

市）の運営事業において、経常増減額で約2,600千円の赤字と
なっており、これは入寮者の減少（定員100名：平成23年度90名、
平成24年度85名、平成25年度69名）が一因と考えられる。

＜経営状況＞
法人の自己評価した経営評価指標の項目については、目的適

合性を除く各評価項目において低調であるが、特に、経営の効率
性においては、今後も引き続き管理費等の節減に取り組む必要
がある。

＜改善事項等＞
入寮者数が現状レベルで推移すれば、収支における赤字が固

定化される懸念があり、管理運営費の節減に取り組むとともに、
入寮者の確保に向けたあらゆる方策の検討・実施を求めたい。ま
た、今後も、入寮者の減少が続く場合には、学生寮の必要性やあ
り方についての検証も必要になるものと考える。

当法人の奨学金貸与事業については、本県の大学生・高校生
やその保護者の経済的負担を軽減し、本県の人材育成に大きく
貢献してきているものと評価するが、将来にわたって持続可能な
制度として担保されるよう、適切に債権管理を図り、当該事業の
原資を確実に確保していくことが求められる。また、高校奨学金の
返還が本格化してきていることなどから、県の兼務職員の関与を
含め、適正な業務執行・管理体制のあり方について検討を求めた
い。

財団の運営に当たっては、将来的な事業活動や収支状況等を見込ん
だ中期経営計画を踏まえた上での事業計画が必要であり、中期計画と
実績との差異を今後の事業内容にいかに反映させていくのかが重要で
あることから、財団での適切なＰＤＣAサイクルが確立され機能するよ
う、県としても助言していく必要があるものと考える。

人員規模の小さい団体であり、また、職員の多くが臨時職員であるこ
とから、人材の育成や組織の活性化を図りづらい状況にはあるものの、
職員の担当業務の内容の見直しや、若手職員に対する業務の継承な
ど、人材育成や組織活性化について、可能な限り取組を進めているも
のと考えている。
また、内部統制やコンプライアンスの確保、情報公開などの点につい

ては、少ない人員体制ながらも比較的積極的に取り組みを行っているも
のと考える。

経営評価結果

上記についての所管課の意見・評価

評価区分 Ｃ：改善措置が必要

財団が行う学生寮の管理運営及び奨学金の貸与事業については、財
団の設立目的に則したものであり、その事業内容は、公益目的の事業
として認定されている。
また、社会情勢の変化による利用者のニーズに対応するため、事業

の実施内容の見直し等も必要に応じ行うなど改善に努めており、大いに
評価できるものと考える。

受託等収入率 管理費比率 人件費比率 流動比率 借入金比率

0.00 0.3 62.94 2,003.91 0.00

正味財産比率 経常比率 総資産当期経常増減率 県財政関与率 補助金収入率

99.84 97.38 ▲ 0.01 63.49 23.42
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